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海外ものづくり見学と国際交流

1 . はじめに

機械、ンステム工学科で 、は， 3年次に圏内工場の見学

を実施している． 例年， 九州、同 一ス， 関西コース， 関

東コースの3クツレー フ
。

にわかれて， 鉄鋼業， 重工業，

自動車工業などを見学する 目的は多種多様な産業会

の実情を， 実際に見学して， 日々学んでいる学業の応

用を学んだり，職業選択に生かしたりすることである．

この見学は任意参加で， 単位の認定はない．
一方， 熊本大学工学部は， 学生の国際化を強力に推

し進めており， その理念に「国際的な視野に立つ幅広

い知識と柔軟な応用能力を持つことのできる教育を実

施し，高級技術者の育成を行し、ます」とうたっている．

工学部では， イブニング・イングリッシュ ・ クラスな

ど各種の英語教育に積極的に取り組んである． しかし

ながら， 学部学生が海外を体験できるチャンスは ， 日

韓合同デザインキャンプを除いて， あまりない．

そこで， 機械システム工学科では， H2 4年度の工

場見学の一つのコースとして， 韓国の工場見学を企画

した．韓国のエレクトロニクスや造船業などの規模は，

すでに日本を凌駕しており， その現状を見学すること

は， 学生が社会に出て日本を発展させていくドライピ

ンク
守

フォ ースとなる ． また， 3年生は， 1年時及び2

年時において， 大学近郊の工場見学をすでに実施して

いるので＼日本圏内の企業と韓国の企業との比較を通

して， 学生が学ぶ点は多いと考えられる．

任意参加の工場見学において ， 参加者を多くするた

めには， 参加に対するモチベーションを高める工夫が

必要である． そこで今回の計画では， 次の三つの点を

考慮、した．

(1）単位の認定

(2）安価な参加費

(3）魅力的なプラン

また， 国際的体験を充実させるために ， 工学部の協

定校である韓国海洋大学校を訪問した． 今回のプロジ

ェク卜によって， 学生は海外との実質的な体験交流が

実現した

2. 韓国訪問の計画

2. 1 単位化

任意参加の工場見学において， 単位の取得は， 学生

の参加のインセンティブとなる． 一 単位の認定には 45

時間の学習時間が必要である 1) そこで， 本計画と国
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内の工場見学（三菱重工等）との参加者に対して， 一

単位認定することとした該当科目は， 機械システム

応用セミナーである． 海外と圏内との工場見学の日程

は一週間を超え， 工場見学の計画， 発表を含めると，

学習時間は 45 時間を超える．

H24年度の国内の工場見学先は関東コースのみと

し 以下の工場とした．

・ 日産附追浜工場

． マキノジェイ附

4砂 附牧野フライス製作所厚木事業所

4砂 岡牧野フライス製作所富士勝山事業所

・ 三菱重工業閥横浜製作所金沢工場

・ 三菱重工業側先進技術研究センタ ー

上記の工場見学は， 2泊3日の行程であった

2.2 安価な参加費

安価な参加費は， 学生の自費参加に必須である． 自

費参加が学生に受け入れられれば， 国際交流の継続的

な実施が可能になる． 低コスト化には近い国に訪問す

る必要がある． そこで， 今回の渡航先として， 韓国の

釜山を選んだ．

図1は， 熊本から釜山までの直線距離を示した図で










